
ひのっこだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、小・
中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　学校教育課　学校教育担当　☎ 0748-52-6564

 日野中学校

 南比都佐小学校

校訓「進取」
学校教育目標「創造力豊かで、たくましい生徒の育成」
ホームページ：https://www.fureai-cloud.jp/hino-jh/

☆3年ぶりの「いつもの生活」☆
　「当たり前」だった学校生活が、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で「当たり前」
ではなくなり３年が過ぎました。今年に
なって、わたむきホールでの合唱コンクー
ル、宿泊を伴う修学旅行、職場体験学習、
体育祭での群発表といった「いつもの学校
生活」を取り戻しつつあります。さまざま
な経験をすることで生徒は大きく成長して
います。表情にも明るさと元気が戻ってき
たように感じています。

☆地域の支えがあってこそ☆
　合唱講座（1年生）、職場体験学習やマ
ナー講座（2年生）、ふるさと学習（3年
生）、性教育講座（全学年）、朝の読み聞
かせ（１・２年）、そして剪

せんてい
定作業に朝のあい

さつ運動など、生徒の学びと学習環境の充
実のために、本当にたくさんの地域の皆さ
んにご支援をいただいております。学校だ
けでは体験・経験させてあげられないさま
ざまな学びの機会を得て、生徒はたくまし
く、大きく成長しています。

☆New「日野中」が始動します☆

　昨年度から進めてきた令和５年度新入生
から着用する新制服の決定に向け、町内小
学６年生の児童と保護者、そして日野中学
校の生徒による投票を行い、新制服が決定
しました。これまで築かれた伝統を大切に
しつつ、新たな伝統も築いていけるよう、
生徒、保護者、地域、教職員がひとつに
なって前に進めるように努めてまいりま
す。また、令和５年度からは「コミュニ
ティ・スクール日野中学校」のスタートを
めざしています。
　これからも地域とと
もに歩む日野中学校を
めざしていきたいと思
います。これからも、
どうぞよろしくお願い
いたします。

＜地域の特産物から学ぶ＞

　本校では約20年前から地域の特産物で
ある「日野菜」を教材としています。６月
には、５年生が昨秋から育ててきた日野菜
原種の種取りを行い、昔ながらのとうみを
使って選別した種を販売しました。「日野
菜のよさをアピールしたい！」という子ど
もたちの熱意が伝わり、多くの地域の方が
学校に足を運んでくださいました。

＜地域の方が〇〇先生＞

　地域の方にご協力いただき、より専門的な
学習ができるようにサポートいただいていま
す。１学期には「野菜先生」「ミシン先生」「そ
ろばん先生」などに来ていただき、学びが深
まりました。ミシンやそろばんの学習では、
「ここ教えて！」の声にきめ細やかに答えて
いただき、子どもたちが自信を持って作業に
向かうことができました。

＜保育所・幼稚園との連携＞

　県から「学びに向かう力推進事業」の指
定を受け、こばと園・南比都佐幼稚園とと
もに就学前に身に付けた力を小学校入学後
の学習に滑らかにつなげられるよう、研究
を進めています。７月には体育の授業を
１・２年生と園児がいっしょに行いまし
た。園児にお手本を示す姿も見られ、小学
校の「先輩」として頼もしく感じました。

校訓  「学習がすき（知） 友だちがすき（徳） 自分がすき（体） 南比がすき」

学校教育目標
「ふるさとに誇りをもち、心豊かにたくましく未来を切り拓く子どもの育成」
　本校は昨年度創立120周年を迎えた、全校児童83名の小規模校です。自然に恵
まれた郷土を愛し、心豊かでたくましい児童、新しい時代を生きる知恵と勇気を備え
た児童の育成をめざし日々の教育活動に取り組んでいます。
　今回は主に学校外の方 と々関わる中で生まれる学びについて紹介します。
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まちのわだい

　

８
月
６
日
（
土
）
、
日
野
町
役
場
北
側
駐
車
場
で
、

氏
郷
ま
つ
り
「
夏
の
陣
」
2
0
2
2
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
時
に
は
手
指
の
消

毒
や
消
毒
シ
ー
ト
の
配
布
な
ど
、
感
染
対
策
を
行
い
な

が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
盆
踊
り
や
屋
台
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
、
お
ま
つ
り
の
最
後
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や

尺
玉
な
ど
の
花
火
が
あ
げ
ら
れ
、
夜
空
へ
綺
麗
に
さ
い

た
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
の
お
ま
つ
り
で
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
、
３
年
ぶ
り
の
氏
郷
ま
つ
り
「
夏
の

陣
」
を
楽
し
む
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
（
土
）
、
必
佐
公
民
館
で
小
学
校
４
年
生

か
ら
６
年
生
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会
は
、
11
月
20
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
近
江
日
野
商
人
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
対
戦
型
で
行
う
、
日
野
町
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
「
近
江
日
野
商
人
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
験
会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
専
用
パ
ソ
コ
ン
に

つ
な
い
だ
L
E
D
ラ
イ
ト
を
ど
う
や
っ
て
つ
け
る
の
か

等
を
通
し
て
仕
組
み
を

学
ん
だ
あ
と
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
を
つ
く
り
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
（
水
）
か
ら
８
月
14
日
（
日
）
ま
で
、
町

立
図
書
館
で
「
日
野
町
雪
解
俳
句
八
十
年
の
あ
ゆ
み
と

日
野
の
俳
人
清
廉
の
士　

吉
田
垢
童
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

吉
田
垢
童
氏
を
は
じ
め
と
し
た
日
野
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
俳
人
の
俳
句
や
句
集
、
町
内
に
建
つ
句
碑
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
７
日
（
日
）
に

は
町
立
図
書
館
に
て
、
記
念
講
演

「
日
野
町
の
俳
句
八
十
年
の
あ
ゆ

み
ー
俳
話
つ
れ
づ
れ 

日
野
の
文
化

と
俳
句
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
に
は
約
30
人
が
参
加

さ
れ
、
講
師
の
若わ

か
ば
や
し林
建け

ん
し
ゅ
う秋
氏
（
音

羽
）
よ
り
日
野
の
俳
句

が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ

て
き
た
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
俳
句
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

氏
郷
ま
つ
り

「
夏
の
陣
」２
０
２
２

近
江
日
野
商
人

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会

日
野
町
雪ゆ

き

げ解
俳
句
八
十
年

の
あ
ゆ
み
と
日
野
の
俳
人

清せ
い
れ
ん廉
の
士　
吉よ

し

だ田
垢く

童ど
う

展

記
念
講
演「
日
野
町
の
俳
句

八
十
年
の
あ
ゆ
み
」

日野町に

ゆかりのある

俳人の作品の数々

ロボット

コンテストに

向けて

夜空を彩る

夏の風物詩
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